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師，病棟事務員と協議，作成し，平成 28 年 7
月より運用した．83 件全例にパスを使用した．
その内訳は腹腔鏡下子宮全摘術 39 件，子宮付
属器腫瘍摘出術 36 件，子宮筋腫核出術 5 件，
子宮外妊娠 2 件，腹腔内観察目的 1 件であった．
























































　平成 28 年 7 月 19 日から平成 29 年 8 月 31 日
までに施行された腹腔鏡下手術 83 件全例にパ
ス使用した．その内訳は腹腔鏡下子宮全摘術
39 件，子宮付属器腫瘍摘出術 36 件，子宮筋腫
核出術 5 件，子宮外妊娠 2 件，腹腔内観察目的




















　運用開始から 10 か月では 25 名，1 年 2 か月
には 29 名の看護師から回答（回収率 100%）を
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図２：意識調査結果
